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	（目的と内容）生活経済学とは、生身の人間としての市民・生活者の立場から、生活の豊かさ・充実とは
なにか、それを実現するための社会・経済的課題はなにかといった問題を扱う学問である。本講義の内

容は、こうした課題を、経済学、家政学、社会保障論をはじめとする多くの分野を統合して総合的・学
際的に研究することにあり、そして、その課題を解決して行くことを目的としています。

	 （授業計画・１５コマ）
 　1.「生活経済学」とは何か
　 2. 三つの源流：家政学、厚生経済学、社会政策学
　 3. この三つの支流をどう合流させれば、生活経済学の本流が出てくるのか
　 4. 人々の「生活」の中身をもっと吟味し、「生活者」の立場から、「生活のゆたかさ」を目指すよう

な学問を新たに創造すること
　 5.「経済大国ではあるが生活大国でないという」ギャップを埋めるために既存の経済学では不十分で

あり、生活者の経済行動を体系的に分析する新しい学問、すなわち「生活経済学」が是非必要
 　6.「生活経済学」の経済学体系上の位置
 　7.「生活経済学」の規範と事実の境界について
　 8.「生活経済学」のオリジナリティについて
　9.「あるがままの人間」＝生身の血の通った人間＝「生活者」
  10.「あるがままの人間」を起点にして、「総合的ゆたかさ」を目指す「総合的アプローチ」
  11.「見えているもの」を手かがりに、「隠された領域」を明らかに
  12.「生活者」と公務・法律

  13.「生活者」と企業・経済活動

  14.「生活者」と医療・福祉 

  15. 全講義内容のまとめ

	（授業の進め方）ＯＨＰ、ビデオ、スライド、パソコンプロジェクター、資料などを活用しつつ、講義を

進め、また、実習を学生にやって頂く場合も御座居ます。講義終了５分前には、質問を必ず受け付ける

方法で進めて参りたく存じて居ります。また、さらに、時間のかかる質問等の場合は、特別にゼミ室や

教員室で特別指導を行なう場合も想定して居ります。あまり、一方的な講義とならないよう、配慮致し

たく存じて居ります。

	（試験と成績評価）貴学の規定があれば、それに従いますが、単位認定毎に、試験を１回行います。成績

は総合評価として、A(優：80点以上)、B(良：70点以上)、C(可：60点以上)、D(不可：60点未満)で採点

致します。原則として、担当を負かされた以上は、合格（可）させる責任を負うものですが、全講義欠

席等、また、学校教育上、学生側に過失があったと判断した場合は、その限りでは御座居ません。

	（担当者から一言）学期末に１回、講義内容（使用教材）の範囲内で、筆記試験またはレポート試験を行

います。その結果と、出席点、授業姿勢（携帯電話の使用禁止＜電源OFF＞、私語禁止）、中間レポート

等の資料を加味して総合的に評価致します。100点満点で、単位認定には、60点以上が必要となります。

筆記試験・レポート試験とそれ以外の点数上の比重は、50％と50％と致します。

	（使用教材）原司郎・酒井泰弘著『生活経済学入門』東洋経済新報社（東京）を中心として、最新の資料・

データも加えて行ないます。必要に応じて、関連図書・データ・資料等も適宜使用。


